
　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
は
高
校
時
代
の
修
学
旅
行
は
ど
ち
ら
に
行
か
れ
た

で
し
ょ
う
か
？

　

私
が
聞
き
及
ぶ
範
囲
で
は
、九
州
地
方
へ
の
旅
行
を
実
施
し
た
学
年
、

信
州
、
北
陸
あ
る
い
は
北
海
道
へ
の
ス
キ
ー
実
習
や
沖
縄
。
そ
の
後
海

外
へ
と
研
修
場
所
を
移
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
、
ハ
ワ
イ
、

ロ
ン
ド
ン
、
グ
ア
ム
へ
と
時
代
背
景
と
社
会
の
移
り
変
わ
り
に
伴
っ
て

変
遷
を
辿
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
昨
年
度
は
12
月
の
初
旬
に
４
泊
５
日

の
行
程
で
、
２
年
生
の
理
数
科
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
が
ベ

ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
普
通
科
が
グ
ア
ム
へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
旅
行
は
、
２
０
１
５
年
１
月
の
パ
リ

襲
撃
事
件
の
影
響
で
行
先
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
変
更
し
て
の
も
の
で
し

た
。
現
地
１
日
目
は
、
バ
イ
ク
が
溢
れ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
メ
コ
ン
デ

ル
タ
の
街
ミ
ト
ー
に
行
き
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
を
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
で

ク
ル
ー
ズ
、
名
物
の
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」「
風
船
餅
」
の

昼
食
、
言
葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
説
・
農
作
業
・
文
化

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
水
上
人
形
劇
鑑
賞
、
ド
ン
コ
イ
通
り
散
策
、
サ

イ
ゴ
ン
・
ス
イ
カ
イ
デ
ッ
キ
49
階
か
ら
の
夜
景
見
学
。
２
日
目
は
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
の
報
道
写
真
・
武
器
・
枯
葉
剤
の
影
響
が
出
た
胎
児
の

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
戦
争
証
跡
博
物
館
、
戦
車
が
突

入
し
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
し
た
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
官
邸
、
仏
植
民
地

時
代
建
築
の
中
央
郵
便
局
、
匂
い
に
閉
口
し
た
ベ
ン
タ
ン
市
場
を
見
学

後
に
、
空
路
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
移
動
、
シ
ェ
リ
ム
ア
ッ
プ
で
夕
食
を
取
り

な
が
ら
伝
統
宮
廷
舞
踊
ア
プ
サ
ラ
ダ
ン
ス
鑑
賞
。
３
日
目
は
世
界
遺
産

観
光
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
の
バ
イ
ヨ
ン
寺
院
で
は
回
廊
の
壁
画
か

ら
当
時
の
人
々
の
生
活
や
隣
国
と
の
戦
い
の
様
子
を
知
り
、
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
で
は
教
科
書
の
写
真
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
大
き
さ
に
驚

き
、
遺
跡
の
階
段
の
上
り
下
り
に
は
へ
と
へ
と
に
な
っ
た
生
徒
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
も
シ
ェ
リ
ム
ア
ッ
プ
も
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
か
ら
40
年
、
ポ
ル
ポ
ト
派
の
内
戦
か
ら
20
年
が
経
ち
、
国
土
が
復

興
し
経
済
の
発
展
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

グ
ア
ム
へ
の
旅
行
は
、
現
地
１
日
目
に
ア
プ
ガ
ン
砦
、
ス
ペ
イ
ン
広

場
、
恋
人
岬
、
南
太
平
洋
戦
没
者
慰
霊
公
苑
を
訪
れ
、
チ
ャ
モ
ロ
人
の

文
化
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
を
残
す
建
物
、
太
平
洋
戦
争
の
日
米
激
戦

地
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
２
日
目
・
３
日
目
は
ク
ラ
ス
別
、
あ
る
い
は
班

別
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
や

観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
日
本
語
が
通
じ
る
場
面
も
多
か
っ
た
が
、

出
入
国
の
緊
張
感
や
空
の
青
さ
と
周
り
の
風
景
に
日
本
と
の
違
い
を
感

じ
、
食
事
の
量
や
マ
ナ
ー
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
注
意
を
払
い
、
多
文
化
を

経
験
し
て
き
た
」
と
生
徒
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
研
修
地
も
生
徒
た
ち
に
平
和
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
、
世
界
の
中
の
日
本
を
認
識
で
き
た
修
学
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
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会 

長
　
平
井
　
一
史

大
切
な
も
の

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
へ
の
抱

負
も
新
た
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
で
日
々
予

想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
な
ど
、
変
化
の
激

し
い
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
の
中

で
、
私
た
ち
は
「
大
切
な
も
の
」
を
見
直
す
機
会
を

与
え
ら
れ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
家
族
、
友
人
、
生
き
方
仕
事
…
大
切
な

も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
静
岡
北

高
等
学
校
卒
」
と
い
う
共
通
点
は
自
分
の
歴
史
の
中

の
大
切
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
皆
さ
ん
が
同
級
生
や
同
窓
会
と
い
う
言
葉
を

聞
い
て
心
動
か
さ
れ
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。
今
、

こ
の
瞬
間
だ
け
で
も
戻
れ
る
も
の
な
ら
戻
り
た
い
。

そ
の
よ
う
な
眩
し
い
日
々
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
人
生
に
お
け
る
無
垢
で

多
感
な
時
期
を
同
期
と
共
に
過
ご
し
た
素
晴
ら
し
い

時
期
で
あ
り
、
進
学
や
就
職
に
歩
み
、
忙
し
い
日
々

で
あ
っ
て
も
同
じ
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
こ
と
の
親
近

感
や
信
頼
は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
心
の
繋
が
り
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
あ
の
時
、
あ
の
仲
間
、
あ
の
空
気

感
を
思
い
出
す
と
、
そ
こ
に
は
心
の
故
郷
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
是
非
、
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
方
の
今

後
の
ご
発
展
と
、
ご
活
躍
を
期
待
す
る
と
共
に
、
同

窓
会
活
動
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

静岡北高等学校同窓会

静岡北高校同窓会ホームページの住所変更ページより住所変更フォームで手続きを行ってください。

郵
便
局
に
よ
る

年
会
費
振
り
込
み
の
お
願
い

❸

※
振
込
手
数
料
は
掛
り
ま
せ
ん
。

ご協力のほど宜しくお願い致します。

記入例

住所変更手続き

同窓会開催について
同窓会では、同窓会開催を応援しています。会員同士の交流を深めてもらい、強いつながりを持ってもらい
たいと思っております。同窓会では下記の内容で同窓会開催の援助を行っていますので、ぜひ活用ください。

●❷
●❶

② 開催後の補助金申請手順

（申請書・参加者名簿・領収書コピー・集合写真 他）

申請書 を記入して郵送する②

※申請は実施後１週間以内に行ってください。

補助金を指定の銀行口座に振込③

➡

➡

同窓会ホームページより
申請書をプリントアウトする①

① 出欠往復ハガキ依頼・住所ラベル依頼手順

同窓会ホームページより
依頼書をプリントアウトする①

依頼書 を記入して郵送する②

出欠用往復ハガキ校正③ を郵便で受取る

校正の返事④ 返信用封筒に入れて郵送する

出欠用往復ハガキ・住所ラベル⑤ を受取る

※依頼から納品まで約４週間です
※宅配便で発送します

➡

➡

➡

➡

修学旅行

① 依頼書 ② 申請書

同窓会ホームページより
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国土交通大臣指定    職業実践専門課程認定校

専門
学校静岡工科自動車大学校
〒420-8507  静岡市葵区宮前町 52-1
TEL 0120-261-633 http://www.kohka.jp

自動車システム工学科
自動車整備科　　　  
ハイエンジニア研究科
ボディデザイン研究科 

一級自動車整備士

二級自動車整備士

職業訓練指導員

自動車車体整備士

（4年制）

（1年制）

（2年制）
（2年制）

北風  North Wind　No.19� 2017年１月１日発行　2

静岡北風 検索

北
高
を卒

業
し
て

51
期
生
　
　
　

服
部
　
友
輝

親
か
ら
子
、
孫
へ
と
繋
ぐ
母
校

28
期
生
　
　
　

佐
藤
　
元
彦

　

静
岡
北
高
校
の
歴
史
も
五
十
年

を
越
え
ま
し
た
。
私
が
静
岡
北
高

に
入
学
し
た
理
由
は
、
父
が
一
期

生
で
母
は
四
期
生
で
あ
り
、
理
数

科
の
一
期
生
と
し
て
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
入
学
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
で
は
姪
も
静
岡
北
高
に
在
学

し
て
い
ま
す
。
親
か
ら
子
へ
、
そ

し
て
次
の
世
代
に
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
家
族
の
中
で
共
通
の
話
題

が
で
き
る
の
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

父
の
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
が
私
の
時
代
に
、
私
の
時
代
の

先
生
が
姪
の
と
き
に
と
、
北
高
の

歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
進
学
が
主
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
卒
業
生
の
み
な

さ
ん
、
家
族
、
身
内
の
中
か
ら
北

高
へ
進
学
し
て
い
た
だ
き
、
同
じ

話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
と
母
校
へ
行

く
機
会
も
な
く
な
り
ま
す
。
自
分

が
通
学
し
て
い
た
時
代
と
変
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

子
供
や
孫
が
北
高
へ
入
学
す
れ
ば
、

学
校
へ
行
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
自
分
の
と
き
と
比
べ

て
み
て
下
さ
い
。
驚
く
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
も
今
は
同
窓
会
副
会
長
を
や

っ
て
い
ま
す
が
、
夏
の
野
球
部
の

応
援
や
同
窓
会
活
動
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
卒
業
生
と
し
て
北
高
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
は
静
岡
北
中
学
校
も
あ
り
ま

す
の
で
中
学
、
高
校
、
そ
の
先
の

選
択
肢
と
し
て
母
校
を
勧
め
て
下

さ
い
。

　

親
か
ら
子
、
そ
し
て
孫
へ
と
繋

げ
て
静
岡
北
高
を
盛
り
上
げ
ま
し

ょ
う
。

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介
②

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介
①

★
空
手
道
部

第
37
回
東
海
地
区
高
等
学
校
空
手
道
大
会

男
子　

団
体
組
手
２
位

　
　
　

個
人
組
手
３
位
：
高
橋
航
大

女
子　

団
体
組
手
２
位

　
　
　

個
人
組
手
３
位
：
谷
津
倉
吏
音　

全
日
本
選
考
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ド
）

男
子　

個
人
組
手

　
　
　

幡
野
克
弥
（
カ
デ
ッ
ド
63
㎏
）
代
表

女
子　

個
人
組
手

　
　
　

谷
津
倉
吏
音
（
ジ
ュ
ニ
ア
48
㎏
）
代
表

第
5
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ド

空
手
道
選
手
権
大
会

男
子　

個
人
組
手
１
位

　
　
　

幡
野
克
弥
（
カ
デ
ッ
ド
63
㎏
）

第
62
回
東
海
地
区
総
合
体
育
大
会
空
手
道
大
会

男
子　

団
体
組
手
２
位

女
子　

団
体
組
手
３
位

全
日
本
空
手
道
連
合
会
東
海
地
区
大
会

男
子　

個
人
形　

２
位
：
間
宮
優
弥

　
　
　

個
人
組
手
１
位
：
中
根
慶
人

　
　
　
　
　
　
　

２
位
：
佐
藤
裕
人

★
自
転
車
部

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

自
転
車
競
技
大
会

3
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル

パ
ー
シ
ュ
ー
ト
２
位
：
松
本
京
太

第
62
回
東
海
地
区
総
合
体
育
大
会

自
転
車
競
技
大
会

3
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
１
位
：
松
本
京
太

ス
プ
リ
ン
ト
１
位
：
吉
本
大
生

ス
ク
ラ
ッ
チ
２
位
：
井
口
黄
竜

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
１
位

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会

3
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
２
位
：
松
本
京
太

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
２
位

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
3
㎞
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位
：
松
本
京
太

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
ケ
イ
リ
ン
２
位
：
吉
本
大
生

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部	

第
34
回
全
国
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

	

★
卓
球
部	

第
68
回
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

望
月　

凌

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

和
田
季
来
来

第
56
回
東
海
卓
球
選
手
権
大
会
出
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同
窓
会
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
28
年
中
は
、
母
校
の
後
援
事
業

に
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
生
徒
及
び
教
職
員
に
代
わ
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
４
８
１
人
の
新
入
生
を
迎
え
、

全
校
生
徒
１
，４
４
９
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
校
が
定
員
未
充
足
の
中
、
本
校
は
三
年
連
続
の
定

員
充
足
が
で
き
ま
し
た
。
入
学
生
の
中
に
は
、
皆
様

の
御
子
息
・
御
息
女
や
お
孫
様
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
た
す
き
」
の
繋
が
り
を
、
教
職
員
一
同

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
現
３
年
生
４
６
１
人
は
、
ま

も
な
く
同
窓
会
入
り
を
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
度
末
で
本
校
は
、
創
立
54
年
と

な
り
ま
す
。
校
内
建
造
物
の
竣
工
は
、
高
校
棟
（
平

成
５
年
・
平
成
10
年
・
平
成
24
年
）、中
学
校
棟
（
昭

和
55
年
（
旧
特
別
棟
））、
親
和
館
（
昭
和
48
年
）、

体
育
館
（
昭
和
49
年
）、
武
道
館
（
平
成
16
年
）
に

な
り
ま
す
。
外
壁
塗
装
、
内
部
改
修
を
繰
り
返
し
、

最
も
古
い
も
の
は
築
44
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
他
に

現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
卒
業
記
念
品
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り

な
が
ら
も
、
新
し
い
構
想
（
教
育
内
容
・
建
造
物
）

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
に
御

協
力
を
お
願
い
す
る
点
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

静
北
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
現

在
、
静
岡
工
科
自
動
車
大
学
校
の

自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
一
年

生
で
す
。
こ
の
科
は
四
年
で
一
級

整
備
士
を
目
指
す
科
で
、
実
際
に

車
を
分
解
し
た
り
、
組
み
付
け
を

し
た
り
し
て
車
の
構
造
を
学
ぶ
実

習
の
授
業
と
、
教
科
書
を
使
っ
て

車
が
ど
う
い
っ
た
原
理
で
動
い
て

い
る
の
か
な
ど
を
詳
し
く
学
ぶ
学

科
の
授
業
が
あ
り
、
日
々
ク
ラ
ス

の
仲
間
と
共
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
北
高
生
の
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
三
年

生
は
進
路
が
決
ま
っ
た
人
も
居
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
入
試
に
臨
む
人
も

居
る
と
思
い
ま
す
が
、
残
り
の
高

校
生
活
を
悔
い
の
無
い
よ
う
に
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。
一
、二
年
生

は
も
う
す
ぐ
新
学
年
に
上
が
り
、

卒
業
ま
で
ま
だ
ま
だ
時
間
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

時
間
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の
で
、
後

で
や
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
後

悔
し
な
い
よ
う
に
、
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
な
ら
今
の
う
ち
に
や
っ

て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
北

高
を
卒
業
出
来
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
の
進
路
に
な
っ
た
の

も
北
高
に
入
っ
た
か
ら
で
す
し
、

北
高
で
の
生
活
が
今
の
自
分
の
支

え
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
北
高
出
身
者
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
１
日
、
静
岡

北
高
等
学
校
51
期
生
３
４
６
名

が
卒
業
し
、
卒
業
生
数
は
１
９
，

０
０
０
人
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
の
ご
努
力
・
ご
支
援

が
あ
り
、
半
世
紀
を
超
え
る
静

岡
北
高
等
学
校
の
歴
史
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
と
受
け

止
め
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
卒
業
生
に
は
平
成
22
年
４
月
に
開
校
し

た
静
岡
北
中
学
校
第
１
期
生
37
名
も
中
高
一
貫
教
育
の
６

年
間
の
課
程
を
修
了
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
新
た
な
る
飛
躍
」
を
誓
い
、
更
な
る
発
展
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

51
期
生
卒
業

夢の実現に向け頑張るが好き
主な進路先

専 修 学 校
静岡産業技術専門学校 22
静岡デザイン専門学校 13
静岡インタ－ナショナル・エア・リゾ－ト専門学校 4
専門学校 静岡工科自動車大学校 16
専門学校 浜松デザインカレッジ １

専修学校計 95
就　　職

いなば食品(株) ２
イハラニッケイ化学工業(株) １
(株)小野寺自動車工業 １
(株)クーポール会館 １
静岡シェル石油販売(株) １
ジャトコ(株) ２
田辺商事(株) １
トヨタ自動車(株) ２
日本通運(株)中部警送支店 １
(株)ノダ清水事業所 ２
(株)ワイ・エム・ケー １
自衛隊 １

就職計 33

国 公 立 大 学
東北大学 １
九州大学 １
静岡大学 ５
浜松医科大学 １
静岡県立大学 ２
横浜国立大学 １
広島大学 １
北見工業大学 ２
弘前大学 １
岩手大学 １
秋田大学 １
山形大学 １
福島大学 １
宇都宮大学 １
群馬大学 １
東京農工大学 １
新潟大学 １
富山大学 １
愛媛大学 １
琉球大学 ２
前橋工科大学 １
富山県立大学 １
福井県立大学 １
都留文科大学 ６
山口東京理科大学 ２
高知工科大学 １
長崎県立大学 １
名桜大学 １

国公立大学計 44

私 立 大 学
早稲田大学 １
上智大学 １
東京理科大学 ５
中央大学 ２
法政大学 ５
明治大学 ４
同志社大学 １
立命館大学 ７
関西大学 ４
関西学院大学 ４
藤田保健衛生大学（医・医） １
獨協大学 ２
駒沢大学 ２
芝浦工業大学 15
順天堂大学 ５
成城大学 １
専修大学 １
東京薬科大学 ２
東洋大学 ５
日本大学 10
神奈川大学 14
静岡理工科大学 31
常葉大学 109
中京大学 ２
南山大学 ２
名城大学 ３
京都外国語大学 ２
関西外国語大学 １
近畿大学 ４

私立大学計 381

大学
専修学校
就職
未定

0.6％9.2％
（31名）

64.5％
（223名）

25.7％
（89名）

進路内訳


